
11
● 起

き

源
げん

は，文
ぶん

化
か

年間(1804～1818年)
以前である。今から 200 年ほど前，
社
しゃ

殿
でん

造
ぞう

営
えい

の際に，讚岐国から導入さ
れたのが始まりである。
● 秋大祭，元旦祭に五

ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

と世の太
平を祈願して氏神に奉

ほう

納
のう

されてい
る。
● 大太鼓，小太鼓及び拍子木に合わせ，
雌雄一対の獅

し

子
し

舞
まい

を演じる。

北
きた

村
むら

天
てん

満
まん

神
じん

社
じゃ

奉
ほう

納
のう

獅
し

子
し

舞
まい

（町指定無形民俗文化財） 16
● 樹

じゅ

齢
れい

は推定約 250 年～約
350 年ともいわれている。
● 幹の周りの長さは3.4m，樹

じゅ

冠
かん

東西21.4m，南北15.6mであ
る。（指定当時） 
● 北島町で一番大きな木である。
● 常

じょう

緑
りょく

喬
きょう

木
ぼく

で，防虫効果がある。
神社の入り口にあり，良い香
りがする。

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

神
じん

社
じゃ

のクスノキ（町指定天然記念物）

12
● 十

じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

は，北島町の仏像の
中で最も古く，一

いち

木
ぼく

造
づく

りである。目
は，彫

ちょう

眼
がん

（彫刻された目）である。
● 左手に蓮

れん

花
げ

をさした水
すい

びょうを持
ち，右手は，垂

すい

下
か

して手のひらを前
に向け，右足をややゆるめて立ち，
雄偉な姿をしている。

● 名前の由来は，頭に十一個の顔があることから「十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

 」とよばれている。

能
のう

満
まん

寺
じ

の木
もく

造
ぞう

十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

（県指定有形文化財） 17
● 阿部式部太夫政吉公が由岐に
一城を築き，次男の源藤治定
永公を城主とした。
● 中

なか

富
とみ

川
がわ

の合戦の後，江尻の大
たい

正
しょう

巌
げん

坊
ぼう

に帰農した。
● 前城主の先祖を祀

まつ

るために，
位
い

牌
はい

・石
せき

碑
ひ

を引き取ったもの
であると伝えられている。

一
いっ

石
せき

五
ご

輪
りん

塔
とう

・板
いた

碑
び

・画
が

像
ぞう

碑
ひ

（町指定有形文化財）

13
● 中

ちゅう

形
がた

とは，木
も

綿
めん

の浴
ゆ

衣
かた

地
じ

のことで
ある。
● 伝統的伊

い

勢
せ

型
かた

紙
がみ

を用い，約６mの
長
なが

板
いた

にはりつけた木綿の浴
ゆ

衣
かた

地
じ

に
型付けし，連続模様を作り出す。
● 染色法は，型

かた

染
ぞめ

の一種である中
ちゅう

形
がた

染
ぞめ

。
● 藍と白の清らかで澄みきった美し
い模様である。

阿
あ

波
わ

藍
あい

長
なが

板
いた

中
ちゅう

形
がた

染
ぞめ

（町指定無形文化財） 18
● 宝

ほう

暦
れき

11 辛
しん

巳
し

（1761）年の造
ぞう

立
りゅう

。
● 高さ約 3.75m。
● 罪

ざい

障
しょう

消
しょう

滅
めつ

・寿命長寿の宝
ほう

篋
きょう

印
いん

陀
だ

羅
ら

尼
に

というお経の中に，「このお経を信仰
すると，地獄の門を破って極楽往生
できる」とあり，この塔の造

ぞう

立
りゅう

によっ
て，亡

もう

者
じゃ

・衆
しゅ

生
じょう

が済
さい

度
ど

されるという
信仰から造られたものといわれてい
る。

正
しょう

通
つう

寺
じ

の宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

（町指定有形文化財）

14
● オガタマは，おきたま（招霊）の転

てん

化
か

し
たものといわれ，神聖な木とされる。
● 幹の周りが約 1.13m，樹

じゅ

冠
かん

東西約
9.2m，南北約 10.3mである。
（指定当時）
● モクレン科に属する常

じょう

緑
りょく

喬
きょう

木
ぼく

で，葉に
光沢があり，早春に白い小花を咲かせ
る。９月～10 月には，ぶどうの房の
ような果実が実る。

荒
こう

神
じん

社
じゃ

のオガタマノキ（町指定天然記念物） 19
● 天

てん

明
めい

８（1788）年の造
ぞう

立
りゅう

。
● 弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

は，将来この世に現れて，釈
しゃ

迦
か

仏
ほとけ

の救
きゅう

済
さい

できなかった衆
しゅ

生
じょう

を残らず
救うといわれている。
● 現在は天にあって天

てん

人
にん

に説
せっ

法
ぽう

している
が，まだ仏となる以前の段階なので菩

ぼ

薩
さつ

とよばれている。
● 手前に両手で，宝塔をささげ持ってい
るのは，江戸時代の特徴

ちょう

を示す。

正
しょう

通
つう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

（町指定有形文化財）

15
● 太

た

郎
ろう

八
はち

須
ず

は，この地を開拓したとい
われる市原太郎八という人物の名が，
地名の由来といわれている。
● 太

た

郎
ろう

八
はち

須
ず

の荒
こう

神
じん

社
じゃ

境内にある砂岩製
の五輪塔が，市原太郎八夫婦の碑と
いわれている。
● 右側が夫の碑で左側が妻の碑である。
元は個人宅にあったが，数回の移設
を経て，現在の場所へ移設された。

太
た

郎
ろう

八
はち

須
ず

開
かい

拓
たく

者
しゃ

夫
ふう

婦
ふ

の碑
ひ

（町指定有形文化財） 20
● 高さ 60.5㎝。町内にある梵

ぼん

鐘
しょう

の中で１
番古い。
● 底面に次の刻

こく

銘
めい

がある。『宝
ほう

暦
れき

５亥７月　
阿
あ

州
しゅう

板野郡鯛浜村  正
しょう

通
つう

寺
じ

什
じゅう

物
もつ

　施
せ

主
しゅ

攝
せっ

州
しゅう

大坂近江屋伊兵衛』。このことから，
宝
ほう

暦
れき

５（1755）年に寺の什
じゅう

物
もつ

として，大
阪の近江屋伊兵衛（鯛浜出身石工）が寄
進し，故郷に錦を飾ったことがわかる。

● 造ったのは，菅
すが

原
わら

安
あん

欲
よく

である。

正
しょう

通
つう

寺
じ

の梵
ぼん

鐘
しょう

（町指定有形文化財）

北島北小学校

北公園
総合体育館 徳

島
自
動
車
道

北島中央公園

北島町民
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文化財

主な公共施設

出
発
：
北
島
町
役
場

勝瑞駅
1.8km

若宮八幡宮
1.9km

新喜来検地絵図⑤
2.6km

親水公園ゆとり
3.1km

一石五輪⑥
4.4km

藤田家住宅◎
4.5km

光蓮寺⑦
4.5km

北島町役場
4.9km

円通寺①②③
3.2km

三ツ合公園
3.4km

町立図書館④・北島町役場
4.6km

将軍塚⑧
0.7km

光福寺⑨⑩
3.1km

天満神社⑪
3.1km

北公園総合体育館
3.5km

北島町役場
4.6km

能満寺⑫
0.7km

阿波藍長板中形染⑬
0.8km

荒神社⑭⑮
2.8km

大将軍神社⑯
4.4km

北島町役場
5.0km

北島町役場
4.7km

一石五輪塔・板碑・画像碑⑰
0.7km

正通寺⑱⑲⑳
1.4km

水神社㉑
2.1km

町立図書館㉒・北島町役場
4.5km

東高房八坂神社㉓
0.3km

安楽院㉔
1.2km

十六人塚㉕
1.4km

大西公園
2.0km

指定・登録
文化財 

ウォーキング
ルートだよ

北島町の指定・登録文化財
無形民俗文化財 指定年月日

⑪ 北村天満神社奉納獅子舞 町 昭和60年12月24日

㉓ 東高房獅子舞−大江山劇付− 町 昭和60年12月24日

天然記念物 指定年月日
① 円通寺のモッコク 町 昭和55年7月18日

⑨ 光福寺のイチョウ 県 平成14年8月6日

⑭ 荒神社のオガタマノキ 町 昭和55年7月18日

⑯ 大将軍神社のクスノキ 町 昭和55年7月18日

㉑ 水神社の社叢 町 昭和57年6月7日

　有形文化財・史跡 指定年月日
② 円通寺の十一面観音立像 町 昭和54年9月19日

③ 円通寺の極楽廿五菩薩来迎図 町 昭和54年9月19日

④ 北島町検地帳群 町 平成21年2月19日

⑤ 新喜来検地絵図 町 平成18年5月23日

⑥ 一石五輪 町 平成10年9月2日

⑦ 光蓮寺の夢告げ地蔵 町 昭和56年12月4日

6
● 松茂町中

なか

喜
ぎ

来
らい

の庄屋　三
み

木
き

宗
そう

珪
けい

は「慶
けい

安
あん

の
検
けん

地
ち

」で農民たちが厳しい年貢を課せられ
ることを憂い，検

けん

地
ち

の中止を藩主に直訴し
た。当時，直訴は大罪で死罪とされていた
ため，宗

そう

珪
けい

も慶
けい

安
あん

３年６月24日太
た

郎
ろう

八
はち

須
ず

で死罪になった。村人は，宗
そう

珪
けい

を供養しよ
うとしたが，死刑者の墓は建てることが許
されなかった。人々は，松茂町中

なか

喜
ぎ

来
らい

呑
どん

海
かい

寺
じ

に名前をふせて墓碑を，太
た

郎
ろう

八
はち

須
ず

に地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

を建てた。宗
そう

珪
けい

の
辞世の句は死してもなお農民の暮らしの安定のみならず国を
思う気持ちが表れている。

三
み

木
き

宗
そう

珪
けい

（伝説・民話）

5
● 昔，北村の光

こう

福
ふく

寺
じ

の巨大なイチョ
ウ周辺一帯には竹やぶが茂って
いたそうだ。
● 昔，このイチョウの木の下で，
真夜中になると，老

ろう

婆
ば

が現れた。
ビーンビーンと糸車を回して糸
を紡ぐといわれ，隣村からもわ
ざわざ聞きに来た人もいたとい
われている。

光
こう

福
ふく

寺
じ

の糸
いと

ひき婆
ばあ

さん（伝説・民話）

3
● 昔は堤

てい

防
ぼう

の近くにあった。大雨が降り続き，
地
じ

蔵
ぞう

が村人の夢枕に立って，堤
てい

防
ぼう

が切れそ
うなことを知らせた。
●  村人は，お地

じ

蔵
ぞう

さんが流されてはかわいそ
うと思い，重いお地

じ

蔵
ぞう

さんを背負い，現在
の安置場所まで移動させた。
● 村人達は水が引いた後，お地

じ

蔵
ぞう

さんをもと
の場所へ返そうとした。しかし，お地

じ

蔵
ぞう

さん
　は，たくさんの村人の力をかりても，びくともしない。
● その後，お地

じ

蔵
ぞう

さんは大切にされ，線こうやお花が絶えなかっ
たそうだ。

光
こう

蓮
れん

寺
じ

の夢
ゆめ

告
つ

げ地
じ

蔵
ぞう

（伝説・民話）　　

　指定
・登録

文化財
のほか

にも，

北島町
の伝説

・民話
や偉人

に関

する史
跡もあ

るよ。
☆マー

クが

ついて
いるの

で，文
化財め

ぐり

の時に
見てね

。

※見学の際，私有地には所有者の許可を得て，お入りください。
※距離は出発地点からのものです。

北島ウォーキングマップ
～指定・登録文化財めぐり～

⑧ 将軍塚 町 平成10年9月2日

⑩ 光福寺の弘法大師坐像 町 昭和54年9月19日

⑫ 能満寺の木造十一面観音立像 県 平成8年8月27日

⑮ 太郎八須開拓者夫婦の碑 町 平成25年5月17日

⑰ 一石五輪塔・板碑・画像碑 町 昭和56年12月4日

⑱ 正通寺の宝篋印塔 町 昭和54年9月19日

⑲ 正通寺の弥勒菩薩坐像 町 昭和56年12月4日

⑳ 正通寺の梵鐘 町 昭和56年12月4日

㉒ 水神社天井絵及び競馬関連用具 町 平成21年2月19日

㉔ 安楽院の薬師如来坐像 町 昭和54年9月19日

㉕ 十六人塚 町 平成10年9月2日

無形文化財 指定年月日
⑬ 阿波藍長板中形染 町 平成19年12月20日

登録有形文化財 登録年月日
◎ 藤田家住宅 国 平成28年11月29日

4

● 末
すえ

廣
ひろ

萬
まん

治
じ

は，藩
はん

のお抱え力士として活躍し
た。天

てん

保
ぽう

９（1838）年の阿波相撲番付に頭
とう

取
どり

８名の中２人目にその名を確認することがで
きる。萬

まん

治
じ

の屋敷は，北村の淡路街道に面し
て構えられ，母

おも

屋
や

の前南方に広大なけい古場
があり，常時十数人の弟子でにぎわっていた
といわれる。また藩主の行列が近隣を通過す
る際，萬

まん

治
じ

の屋敷で休息をとられ，その際の
お相手もしていたといわれている。相撲のみならず，藩

はん

の信頼
も厚かった萬

まん

治
じ

は，安
あん

政
せい

６（1859）年に 74才で亡くなった。

阿
あ

波
わ

藩
はん

お抱
かか

え力
りき

士
し

の末
すえ

廣
ひろ

萬
まん

治
じ

（伝説・民話）　　

1

● 住んでいる場所は，北島の高
たか

房
ぼう

周辺といわれている。
● たびたび化けて，人をおどろか
すいたずらをしていましたが，
大半がすぐにばれていたそうだ。
● 争いを好まない性格だったよう
である。

源
げん

九
く

郎
ろう

たぬき（伝説・民話）

7 新
にい

見
み

嘉
か

次
じ

郎
ろう

－堤
てい

防
ぼう

づくりに尽
じん

力
りょく

－（郷土の偉人）

● 昔の北島村は，大雨などにより
川の水があふれ大きな被害をだ
してきた。特に慶

けい

応
おう

２（1866）年
の大水の後も，数回の被害を受
けて，困り果てている村人たち
の様子を見た嘉

か

次
じ

郎
ろう

は，大きな
提
てい

防
ぼう

をつくらなければならない
と，心をふるいたたせた。

● 里
り

長
ちょう

や庄屋を集めて相談を行った。嘉
か

次
じ

郎
ろう

の熱意により， 明
治４（1871）年３月から提

てい

防
ぼう

工事が始められた。嘉
か

次
じ

郎
ろう

は，
自分の財産を投げ出して，工事の費用にあて，村人達と大
変な苦労を重ね，明治５（1872）年６月北島村を取り巻く大
きな提

てい

防
ぼう

を完成させた。

2

● 新
しん

喜
き

来
らい

の若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

にある古い桜
の木の話。西藤仁左衛門利崇という
若者がおしずという娘に恋をした
が，二人の仲を認めてもらえず，お
しずは花嫁姿で海に身を投げてし
まう。 
● ある日，初めておしずに出会った場
所へ行くと，桜が満開に咲いてい
た。おしずを亡くした気持ちが，こ
み上げてきた利崇が帰ろうとしたと

き，「利崇様…」とおしずの声。しかし，その声は東風にか
き消された。｢東風のふく季節に桜の下に美人が立つ｣ と言わ
れるようになった。

若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の桜
さくら

姫
ひめ

（伝説・民話）


